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《
日
本
研
究
所　

活
動
報
告
》

Asian Philosophical Texts

開
催
報
告

上
野　

太
祐

神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
・
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
自
由
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の

共
催
会
議
、
第
二
回A

sian Philosophical 
T

exts

を
九
月
一
〇
日
に
開
催
し
た
。
本
会

議
は
、
欧
米
中
心
主
義
に
基
づ
く
従
来
の
哲

学
〔philosophy

〕
の
在
り
方
を
批
判
し
、

ア
ジ
ア
地
域
に
生
ま
れ
た
思
想
を
も
哲
学
と

捉
え
直
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
欧
米
地
域
に

さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
の
哲

学
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
へ
の
翻
訳
や
研
究

論
文
に
よ
っ
て
紹
介
・
普
及
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、A

sian 
P

hilosophical T
exts: E

xploring 
H

idden Sources

（
副
題
の"H

idden"

の

含
意
に
注
意
！
）
へ
と
順
次
編
纂
さ
れ
て
い

く
見
通
し
で
あ
る
。

昨
年
度
、
本
学
日
本
研
究
所
は
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
自
由
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
と

学
術
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
第

一
回
の
会
議
が
、
昨
年
の
十
月
二
五
日
か
ら

二
七
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
ベ
ル
ギ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
協
定
締
結
二
年
目
の
今
年
度

は
、
本
学
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
千
葉
県
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
十
五
号
の

襲
来
に
よ
り
、
二
日
間
の
開
催
日
程
が
一
日

に
圧
縮
さ
れ
た
も
の
の
、
日
本
を
は
じ
め
ベ

ル
ギ
ー
、
イ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
の
発

表
者
六
名
に
加
え
、
そ
の
他
四
名
が
参
加
し

た
。
小
規
模
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
分

極
め
て
密
度
の
濃
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

以
下
、
参
加
記
も
兼
ね
て
ご
く
手
短
に
そ

の
議
論
の
一
部
を
発
表
順
に
紹
介
し
よ
う
。

N
iladri D

as

氏
は
、
伝
統
的
な
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
哲
学
の
思
想
体
系
を
踏
ま
え

"T
ranquillity"

の
観
念
の
発
生
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
実
体
と
虚
妄
と
を
め
ぐ
る
イ
ン

ド
の
思
考
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

A
lexandra M

ust ățea

氏
は
、
山や

ま

鹿が

素そ

行こ
う

（
一
六
二
二
―
一
六
八
五
）
の
「
士
」
概
念

の
重
層
性
や
文
化
的
背
景
を
翻
訳
す
る
際
に

ぶ
つ
か
っ
た
課
題
か
ら
、
西
洋
のknight

と
日
本
の
武
士
と
の
不
等
価
な
関
係
に
加

え
、
儒
教
的
価
値
を
含
む
素
行
の
「
士
」
概

念
の
翻
訳
困
難
性
を
明
る
み
に
し
た
。
筆
者

は
、世
阿
弥
（
一
三
六
三
？
―
一
四
四
三
？
）

が
能
楽
論
に
説
く
と
こ
ろ
の
「
稽
古
」
を
、

〈
を
す
る
〉
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
自
ず
と

そ
れ
〈
に
な
る
〉
自
己
意
識
の
変
容
過
程
と

規
定
し
、
こ
こ
に
潜
む
自
己
の
振
幅
を
問
題

と
し
た
。Rom

an Pa şca

氏
は
、
安あ

ん

藤ど
う

昌し
ょ
う

益え
き

（
一
七
〇
三
―
一
七
六
二
）
の
テ
キ
ス
ト

に
み
え
る
術
語
の
説
明
（
例
、
聖ひ

じ
りは

「
非
知

り
」
と
い
っ
た
掛
詞
の
音
と
意
味
と
の
複
層

性
な
ど
）
を
い
か
に
翻
訳
し
う
る
か
と
い
う

デ
ィ
レ
ン
マ
か
ら
、
日
本
思
想
の
翻
訳
に
伴

う
障
壁
を
具
体
的
に
示
し
た
。Jordanco 
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Sekulovski

氏
は
、
日
本
の
人
々
の
何
気
な

い
ふ
る
ま
い
（
＝
し
か
た

0

0

）
や
発
想
（
＝
考

え
か
た

0

0

）
を
基
礎
づ
け
て
い
る
「
型
（
か

た
）」
を
掘
り
起
こ
し
、
こ
れ
が
和
辻
哲
郎

（
一
八
八
九
―
一
九
六
〇
）
の
説
い
た
「
間

柄
」
に
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
視
角
を
提

示
し
た
。D

ouglas A
tkinson

氏
は
、
私

小
説
を
め
ぐ
る
柄か

ら

谷た
に

行こ
う

人じ
ん

（
一
九
四
一
―
）

と
そ
の
周
辺
の
豊
か
な
議
論
を
紹
介
し
、
哲

学
研
究
と
文
学
研
究
と
を
越
境
し
つ
つ
近
代

小
説
の
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
た
。

本
年
度
は
日
本
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
は
日
本
を
素
材
と
し
た
研
究
で

あ
っ
た
。「
日
本
の
思
想
は
古
く
か
ら
翻
訳

に
支
え
ら
れ
て
き
た
」
と
し
ば
し
ば
人
は
言

う
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
翻
訳
は
果
た
し
て

十
全
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
そ
も
そ

も
十
全
な
翻
訳
と
は
何
で
あ
る
の
か

―

こ
う
し
た
類
の
問
い
に
（
哲
学
的
に
）
納
得

の
ゆ
く
答
え
を
未
だ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

わ
れ
わ
れ
は
、
先
の
如
き
言
明
を
厳
に
慎
ま

ね
ば
な
る
ま
い
。
わ
れ
わ
れ
は
よ
う
や
く
、

翻
訳
そ
の
も
の
を
問
え
る
地
平
に
つ
い
た
ば

か
り
な
の
だ
か
ら
。

【
共
催
会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

N
iladri D

as, "C
an the N

otion of 
T

ranquillity O
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ream
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A
ccording to M
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A
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ow
ards a 

philosophical translation of Y
am
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道
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T
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eno, "A
ctor's Practice and Self-

Consciousness in Zeam
i's Perform

ance 
T

heory"
Rom

an Pa şca, "W
hen one thing is m

any 
things - T
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inquiry"

Jordanco Sekulovski, "U
nderstanding 

K
ata as a m

eta-axiom
 of know

ledge in 
Japan"

D
ouglas A
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ojin and 
the O

rigin of M
odern Japanese 

Literature"


